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福島第一原子力発電所従事者の福島第一原子力発電所従事者の
被ばく線量の全体概況について被ばく線量の全体概況について

*:平成24年12月現在、発災後の全作業員を対象に線
量データを精査中のところであり、本資料に掲載してい
る数値が変動する可能性があります。

＜ 参考資料 ＞
平成24年12月３日
東京電力株式会社

平成25年１月31日
一部訂正
訂正の内容はこちら

http://www.tepco.co.jp/nu/fukushima-np/handouts/2013/images/handouts_130131_03-j.pdf
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（参考）作業者の線量限度

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度H23年度H22年度

12.16３．1１
ステップⅡ終了

250mSv

50mSv／年かつ100mSv／5年（～H27までの５年）

特定高線量作業者について 100mSv

緊急時の線量限度

通常時の線量限度

緊急時の線量限度

・Ａさん 緊急作業で１00ｍSｖ超え
解除

・Ｂさん 緊急作業で100ｍSｖ未満

例えば 120mSv

例えば 40mSv
通常作業→

特定高線量作業→

限度①が適用 （ 50ｍSv／年かつH27まで残り60ｍSｖ）

限度①

限度②

限度②が適用 （残り60mSv）

ステップⅡ以降は従事できない。

・Ｃさん ステップ２後に従事

通常作業→

特定高線量作業→

限度①が適用 （ 50ｍSv／年かつH27迄100ｍSｖ）
限度②が適用 （～100mSv）

線量限度

適用例
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Ⅰ-1 発災以降の協力企業の放射線業務従事者の
累積被ばく線量状況（Ｈ23.3.11以降の累積線量）

○対象：Ｈ23．３．11～Ｈ24．８．31

大半の作業者が線量の低い分布に位置している

線量限度５年１００mSv

※1mSv単位の作業者数を集計（例：1mSv超～2mSv以下が約2,200人，但し0mSvは1mSvに集計した）
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Ⅰ-1 内訳

○対象：Ｈ23.３.11～Ｈ２４.８.31

9.57 平均（mSv）

238.42 最大（mSv）

20171計（人）

58371以下

53861超え～5以下

26655超え～10以下

303810超え～20以下

279920超え～50以下

42550超え～100以下

17100超え～150以下

2150超え～200以下

2200超え～250以下

0250超え

協力企業（人）区分(mSv)
StepⅡまでの線量限度250mSv

→協力企業では該当なし

StepⅡ以降の線量限度5年100mSv

→21名は震災直後の作業者

○H23.3.11からH24.8.31までに作業実績のある

20,171名のうち

・20,150名(99.9%)は発災後の累積線量が100mSv

以下

・19,725名（97.8％）は累積線量が50mSv以下

○H23.3.11からH24.8.31までに作業実績のある

20,171名のうち

・20,150名(99.9%)は発災後の累積線量が100mSv

以下

・19,725名（97.8％）は累積線量が50mSv以下
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Ⅰ-２ 放射線業務従事者登録を解除した人の線量分布

（H23.3.11以降の累積線量）

○H23.3.11~H24.8.31の解除者集計結果

福島第一原子力発電所の作業から離れた作業員の線量に着目するため，作業登録を解除した方のみの分布を示す。

登録中の作業者を含めた分布と同様の傾向

線量限度１年５０mSv

線量限度の100mSv超過者は
震災直後の21名

線量限度５年１００mSv
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Ⅰ-2 内訳

○H23.3.11～H24.8.31の解除者集計結果

8.59 平均（mSv）

238.42 最大（mSv）

14158計（人）

42681以下

40511超え～5以下

19585超え～10以下

204510超え～20以下

155520超え～50以下

26050超え～100以下

17100超え～150以下

2150超え～200以下

2200超え～250以下

0250超え

協力企業（人）区分(mSv)

○解除者のみの分布も全体と同様に大半が

低い線量に位置している。

○H23.3.11からH24.8.31までに作業実績のある

14,158名のうち

・14,137名（99.9%）は発災後の累積線量が

100mSv以下

・13,877名（98.0％）は発災後の累積線量が

50mSv以下

○解除者のみの分布も全体と同様に大半が

低い線量に位置している。

○H23.3.11からH24.8.31までに作業実績のある

14,158名のうち

・14,137名（99.9%）は発災後の累積線量が

100mSv以下

・13,877名（98.0％）は発災後の累積線量が

50mSv以下

StepⅡまでの線量限度250mSv

StepⅡ以降の線量限度5年100mSv
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Ⅰ-3 放射線業務従事者登録を解除した人の線量分布（H23.3.11以降の累積線量）

線量限度５年１００mSv

○解除済みの作業者のH23.3.11以降の累積線量の分布

※比率（％）=【各線量範囲の解除済みの作業者数 （人）】÷【解除済みの全作業者数（人）】×100

○100mSv超の作業者は震災直後の21名。
○99.9%の作業者が100mSv以下。
○98.0%の作業者が50mSv以下。
→震災直後の緊急被ばく線量も含まれるため被ばく線量が高い作業者もいるが，ほとんどは

線量限度に対し余裕がある分布。

線量限度に対し大きく余裕がある状態

※

77
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Ⅰ-4 発災以降の累積線量状況

○大半の作業者の被ばく線量は法令で定める線量限度に対し、
大きく余裕のある状態で解除されており、その後も放射線作業に
従事可能なレベル。

○また、100mSv超、あるいは法令で定める線量限度まで余裕の
少ない状況（75mSv超）で従事者登録を解除した者のうち、
解除者74人中71人は現在福島第一原子力発電所以外の場所
での雇用が維持されている。
（H24.７.31までの解除者に対する元請企業への聞き取り結果、H24.11月現在）

○大半の作業者の被ばく線量は法令で定める線量限度に対し、
大きく余裕のある状態で解除されており、その後も放射線作業に
従事可能なレベル。

○また、100mSv超、あるいは法令で定める線量限度まで余裕の
少ない状況（75mSv超）で従事者登録を解除した者のうち、
解除者74人中71人は現在福島第一原子力発電所以外の場所
での雇用が維持されている。
（H24.７.31までの解除者に対する元請企業への聞き取り結果、H24.11月現在）
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Ⅱ-1 発災以降の月別被ばく線量の低減状況（月平均線量）

震災直後にくらべ，StepⅡ以降は，月平均線量・月最大線量は大幅に低下している。

※平均線量＝当該月の総線量÷当該月の従事者数

月平均線量
年２０ｍSv相当のライン

月最大線量

StepⅡ完了

線量限度50ｍSv/年線量限度250ｍSv

1.6mSv

※
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Ⅱ-2 月平均線量の推移（スケール拡大）

○StepⅡ以降，月平均線量は年20mSv相当（月1.6mSv）を安定的に下回っている。

○H24年度第２四半期では月平均線量は約１ｍSv。

※平均線量＝当該月の総線量÷当該月の従事者数

月平均線量
年２０ｍSv相当のライン

月最大線量

StepⅡ完了

現在の状況を評価するために、現在の状況を評価するために、H24H24年度に従事実績のある者の線量分布を整理する。年度に従事実績のある者の線量分布を整理する。

1.6mSv

※
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Ⅲ-1 現在の状況
（協力企業の放射線業務従事者の累積被ばく線量 H24年度分）

○対象：Ｈ24.4.1～Ｈ24.8.31（５ヶ月分）

線量限度1年5０mSv
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Ⅲ-1 内訳

○対象：Ｈ24.4.1～Ｈ24.8.31（５ヶ月分）

3.90 平均（mSv）

36.49 最大（mSv）

7715計（人）

29591以下

26221超え～5以下

13195超え～10以下

49610超え～15以下

15215超え～20以下

12520超え～30以下

4230超え～40以下

040超え～50以下

050超え

協力企業(人)区分(mSv)
1年間の線量限度50mSv

→該当なし

年間線量限度50mSvの５ヶ月相当分の値
50mSv×5/12ヶ月≒20mSv
→167名

○H24年度（4月～8月）に作業実績のある7,715名の

うち

・7,548名（97.8％）は累積線量が20mSv以下

・年間20mSv相当の５ヶ月分は8.4mSv、5,581名

（72.3%）は5mSv以下

○H24年度（4月～8月）に作業実績のある7,715名の

うち

・7,548名（97.8％）は累積線量が20mSv以下

・年間20mSv相当の５ヶ月分は8.4mSv、5,581名

（72.3%）は5mSv以下
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Ⅲ-２ 放射線業務従事者登録を解除した人の線量分布

（H24年度分の累積線量）

線量限度1年5０mSv

○対象：Ｈ２４.４.1～Ｈ２４.８.31の解除者（５ヶ月分）
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Ⅲ-２ 内訳

3.26 平均（mSv）

36.49 最大（mSv）

2400計（人）

12681以下

6541超え～5以下

2685超え～10以下

8810超え～15以下

4515超え～20以下

5220超え～30以下

2530超え～40以下

040超え～50以下

050超え

協力企業(人)区分(mSv) 1年間の線量限度50mSv

→該当なし

○解除者のみの分布も全体と同様に大半が

低い線量に位置している。

・2,400名のうち2,323名（96.8％）は累積線量

が20mSv以下

・年間20mSv相当の５ヶ月分は8.4mSv

2,400名のうち1,922名（80.1%)は5mSv以下

○解除者のみの分布も全体と同様に大半が

低い線量に位置している。

・2,400名のうち2,323名（96.8％）は累積線量

が20mSv以下

・年間20mSv相当の５ヶ月分は8.4mSv

2,400名のうち1,922名（80.1%)は5mSv以下

年間線量限度50mSvの５ヶ月相当分の値

50mSv×5/12ヶ月≒20mSv

→77名



15

0.210.830.921.251.883.67

11.17

80.08

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

10
0m
Sv
超

95
m
Sv
超
10
0m
Sv
以
下

90
m
Sv
超
95
m
Sv
以
下

85
m
Sv
超
90
m
Sv
以
下

80
m
Sv
超
85
m
Sv
以
下

75
m
Sv
超
80
m
Sv
以
下

70
m
Sv
超
75
m
Sv
以
下

65
m
Sv
超
70
m
Sv
以
下

60
m
Sv
超
65
m
Sv
以
下

55
m
Sv
超
60
m
Sv
以
下

50
m
Sv
超
55
m
Sv
以
下

45
m
Sv
超
50
m
Sv
以
下

40
m
Sv
超
45
m
Sv
以
下

35
m
Sv
超
40
m
Sv
以
下

30
m
Sv
超
35
m
Sv
以
下

25
m
Sv
超
30
m
Sv
以
下

20
m
Sv
超
25
m
Sv
以
下

15
m
Sv
超
20
m
Sv
以
下

10
m
Sv
超
15
m
Sv
以
下

5m
Sv
超
10
m
Sv
以
下

5m
Sv
以
下

比
率

各線量区分の比率

累積の比率

Ⅲ-３ 放射線業務従事者登録を解除した人の線量分布（H24年度の累積線量）

線量限度１年５０mSv

最大36mSv

○解除済みの作業者のH24年度分の累積線量の分布（５ヶ月分）

※比率（％）=【各線量範囲の解除済みの作業者数 （人）】÷【解除済みの全作業者数（人）】×100

97%の作業者が20mSv以下。

線量限度に対し大きく余裕がある状態

20mSv
（50mSv×5/12月≒20mSv）

※
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従事なし 5mSv以下
5超
～10mSv
以下

10超
～15mSv
以下

15超
～20mSv
以下

20超
～25mSv
以下

25超
～30mSv
以下

合計
（人）

35超～40mSv以下 2 2
30超～35mSv以下 11 11
25超～30mSv以下 6 7 6 19
20超～25mSv以下 14 10 12 7 43
15超～20mSV以下 22 14 17 7 2 62
10超～15mSV以下 32 43 44 5 2 3 129
5超～10mSv以下 141 406 135 20 5 707
5mSv以下 1691 3363 270 60 14 5 1 5404
従事なし 1615 189 74 11 4 1 1894

1908 5469 673 173 34 12 2 8271

第１四半期
(人)

合計

第２四半期（人）

Ⅲ-４ H24年度 第１四半期・第２四半期比較

○H24年度の第１四半期（４月～６月）の各線量区分の作業者が，

第２四半期（７月～９月）ではどの線量区分に分類されるかを示す。

○累積で線量限度に近くなるような作業者はいない。

・第１四半期で高い被ばく線量を受けた作業者は，第２四半期では低い被ばく線量

となる傾向。

・逆に第１四半期で低い被ばく線量だった作業者は、第２四半期以降は高線量となる傾向。

→従事作業のローテーションを工夫している様子がうかがえる。→従事作業のローテーションを工夫している様子がうかがえる。

限度超範囲
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Ⅲ-5 現在の状況

○StepⅡ以降，月平均線量は年20mSv相当（月1.6mSv）を
安定的に下回っており、H24年第２四半期では月平均線量
は約１ｍSv。

○大半の作業者の被ばく線量は、線量限度を大きく余裕のある

状態で解除しており，その後も放射線作業に従事可能。

○第１四半期と第２四半期の線量状況からは、作業のローテー

ションに工夫している状況が伺える。

○20mSv超で従事者登録を解除した者のうち、50人中33人は福島

第一原子力発電所以外の場所も含め雇用が維持されていること

を確認。（７月末までの解除者に対する元請企業への聞き取り結果 H24.11現在）

○StepⅡ以降，月平均線量は年20mSv相当（月1.6mSv）を
安定的に下回っており、H24年第２四半期では月平均線量
は約１ｍSv。

○大半の作業者の被ばく線量は、線量限度を大きく余裕のある

状態で解除しており，その後も放射線作業に従事可能。

○第１四半期と第２四半期の線量状況からは、作業のローテー

ションに工夫している状況が伺える。

○20mSv超で従事者登録を解除した者のうち、50人中33人は福島

第一原子力発電所以外の場所も含め雇用が維持されていること

を確認。（７月末までの解除者に対する元請企業への聞き取り結果 H24.11現在）



18

Ⅵ まとめ

○全体的な状況から発電所の線量状況は改善してきている。

・発災以降の作業者の被ばく状況を見ると、殆どの作業者は，

100mSvに対し大きな余裕がある状況。

・StepⅡ以降では、年50mSvに対しても大きな余裕がある状況。

・StepⅡ以降，月平均線量は年20mSv相当（月1.6mSv）を下回っている

状況。

・作業毎の特性に即した配慮は引き続き必要と考えるが、平均的には

被ばく線量は抑制し得る状況。

引き続き作業環境の線量低減に取り組むと共に、作業者の引き続き作業環境の線量低減に取り組むと共に、作業者の

被ばく状況について今後も継続して注視していきたい。被ばく状況について今後も継続して注視していきたい。

○大半の作業者の被ばく線量は線量限度に対し大きく余裕のある状態で解
除されており、その後も放射線作業に従事可能なレベル。

○大半の作業者の被ばく線量は線量限度に対し大きく余裕のある状態で解
除されており、その後も放射線作業に従事可能なレベル。


